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研究成果の概要（和文）：当初計画していた海外渡航はコロナ蔓延により延期となった。そこでオンラインツー
ルを活用して、英国、スペイン等の研究者との小学生の徒歩通学に関する研究、英国の研究者との足立区におけ
る防犯関連施策に関する研究などを行い、それぞれの成果を国際誌で発表した。最終年度には、英国・ロンド
ン、マンチェスター、エジンバラで防犯環境設計の実情について警察へのインタビューと事例調査を行った。さ
らに、豪州・シドニー、メルボルンで健康まちづくりの事例調査を行うとともに、都市計画による健康増進の可
能性について国際共著論文を投稿した。調査結果の一部は、基課題の成果である「身体活動を促すまちづくりデ
ザインガイド」に反映した。

研究成果の概要（英文）：The planned international travel was postponed due to the spread of 
COVID-19. Instead, online tools were utilized to conduct research on active school travel with 
researchers from the UK and Spain, as well as research on crime prevention measures in Adachi Ward, 
Tokyo, with UK collaborators. The results of these studies were published in international 
peer-reviewed journals. In the final year (FY2023), interviews with the police and case studies on 
crime prevention through environmental design (CPTED) were conducted in London, Manchester, and 
Edinburgh, UK. Additionally, case studies on health-oriented urban development were carried out in 
Sydney and Melbourne, Australia, and an international co-authored article with Australian 
researchers on the potential for urban planning documents to enhance health was submitted. Some of 
the survey results were incorporated into the 'Active Urban Planning & Design Guide,' a key outcome 
of the root research project.

研究分野：都市計画

キーワード： 都市計画　健康の環境要因　ウォーカビリティ　デザインガイド
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研究成果の学術的意義や社会的意義
非感染性疾患の大きな要因である身体活動不足が蔓延する要因として、土地利用や交通利便性などの都市環境、
その方針となる都市・交通計画が挙げられる。本研究では、都市居住者の歩行行動や小学生の徒歩通学の環境要
因を探求し、身体活動促進に都市計画が貢献しうる点を自治体や事業者向けのデザインガイドに示した。また、
国内自治体の都市計画における身体活動の視点の有無、国内外における防犯環境設計の実態を調査して、都市計
画による身体活動促進の可能性と方向性を示した。これらの研究成果は自治体や事業者による健康まちづくりを
推進するものであり、三カ国の国際比較研究は都市計画分野の学術発展に寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
非感染性疾患 (Noncommunicable diseases; NCDs) により毎年 3800万人もの人々が死亡してい
る (WHO 2014)。この状況に対して、WHO Global NCD Action Planは、2025年までに身体活動不
足の蔓延を 10%抑えることを目標のひとつに掲げた (WHO 2013)。一方、特定の国内においても
NCDs の発生割合の高い地域、低い地域が存在するという健康の地理的格差が存在する（近藤, 
2012）。その理由の一端は、土地利用、街路の連結性、公共交通、都市施設までの距離など、都
市環境の違いにあると考えられる (Knuiman et al., 2013)。 
医学誌 Lancetは 388号（2016年 9月）で "Urban design, transport, and health" という特集を組
み、健康づくりにおける都市計画・まちづくりの役割を論じた。例えば、Giles-Cortiら (2016) は、
世界に蔓延する肥満や慢性疾患等の NCDsに対して都市・交通計画が影響し得るとし、歩行者や
自転車に優しく自動車に依存しないコンパクトなまちづくりの必要性に言及した。ただし、こう
した議論はまだ抽象的であり、まちづくりの現場での活用はあまり進んでいない。コンパクトシ
ティ化に向けて都市空間の再構築が目指されるなか、わが国の制度的、社会的状況に合った具体
的な健康まちづくりの計画手法が求められる。 
公衆衛生分野では疾患を発生するリスクの高い少数の対象に介入する「ハイリスク・アプロー
チ」と合わせて、多数の集団に介入する「ポピュレーション・アプローチ」の必要性が認識され
ている。そして、個人の生活習慣改善などを通じた一次予防の前段階において、疾病原因につな
がる環境的条件を改善する「ゼロ次予防」の手段として、都市計画に期待が集まっている（図 1）。
一方の防犯分野では、加害（被害）リスクの高い個人に介入する従来の刑事司法システムの限界
から、環境・状況が犯罪を誘発する要素に
なっていると考え、それらの要素を除去す
ることを目標とするアプローチが定着し
ている。防犯環境設計はそうしたアプロー
チの代表格であり、自然監視性の確保、領
域性の強化等の原則に基づき、物理的、社
会的な環境デザインを通じて防犯性の高
い都市、建築の実現を目指す考え方であ
る。 
両者とも自治体では都市計画以外の部
門が所管するが、政策的関心の高まる時期
が早かった防犯は各種基準や都市計画に
も取り入れられている。一方、健康の環境
要因に関する知識はいまだ医学系に留ま
り、まちづくりに向けた視点が弱い。健康
まちづくりの実践が定着するには、デザイ
ンガイド等の作成による関係者の理解促
進とともに、防犯分野と同様に分野の異な
る専門家の協働が求められる  (Kent & 
Wheeler, 2015) 。 
 
２．研究の目的 
健康まちづくりの実現および普及には、都市計画・まちづくりに健康や身体活動の促進を位置
づけ、事業化する手段とプロセスが示される必要がある。そこで本国際共同研究は、実用面で先
行する防犯環境設計を応用して、健康まちづくりの計画手法を開発することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
防犯環境設計の実用、身体活動促進要因の研究で先行し、健康まちづくりの事例も豊富な英国
および豪州で、以下の方法により防犯および公衆衛生分野の専門家と国際共同研究を進める。 
(1) 防犯環境設計の計画手法の国際比較：日英豪の防犯環境設計の都市計画、まちづくりにおけ
る位置づけについて、各国の自治体や警察へのインタビュー、事例調査、文献調査を行う。 

(2) 健康まちづくり事例の計画プロセスの調査：豪州 Heart Foundationによる健康まちづくりの
事例集 "Healthy Active by Design" から数事例を選定し、その計画プロセスを調査する。 

(3) 計画的な健康まちづくりの手引き作成：上記(1) (2)の研究成果を踏まえた健康まちづくりの
計画手法を、基課題の研究成果のひとつ「身体活動を促すまちづくりデザインガイド」に反
映する。  
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図 1. 健康･防犯分野における「ゼロ次予防」 



４．研究成果 
当初計画していた 2020年度の海外渡航は COVID-19の影響により延期となったが、オンライ
ンツールを活用して国際的に研究を進めた。2023 年 4～9 月には英国、9～翌 3 月には豪州に滞
在し、ケンブリッジ大学、ノーザンプトン大学（英国）、シドニー大学、ロイヤルメルボルン工
科大学（豪州）等の研究者と国際共同研究を行った。 

 
■ 防犯環境設計の計画手法に関する研究 
英国の研究者との共同研究で、東京都足
立区の 11 年にわたる防犯環境設計の取り
組みを分析し、結果を国際誌にて発表した 
(Hino & Chronopoulos, 2021)。 
英国滞在中には、ロンドン、マンチェス
ター、エジンバラで防犯環境設計の実情に
ついて警察へのインタビューと事例調査
を行った。セーファーストリート事業（第
4 期）は女性および少女の安全に焦点を置
き、マンチェスターのファローフィール
ド・ループでは、照明やフェンスの設置な
ど従来の防犯環境設計に基づく対策に加
えて、コミュニティと学校の協力を得てル
ープの利用を促進するなど、当事者の参加
が重視された（図 2）。研究結果は日本都市
計画学会誌で発表し、防犯環境設計の計画
手法を健康まちづくりに応用する可能性と方向性を示した。 
 
■ 歩行行動の促進・阻害要因に関する研究 
英国、スペイン等の研究者と協働して、子どもの Active school travel (AST：徒歩や自転車によ
る登下校) の実態把握のためのオンライン調査と、オンラインワークショップを行った。調査デ
ータから明らかにした徒歩通学の促進・阻害要因を国際誌にて発表した (Hino, Ikeda et al., 2021)。 
横浜市民の時系列歩数データを用いた研究では、緊急事態宣言 (Hino & Asami, 2021), 季節 

(Hino et al., 2021), 街路構成 (Morita, Hino et al., 2022), 生鮮品へのアクセス (Morioka, Hino et al., 
2023), 新駅建設 (Morita, Hino et al., 2023) などが歩行行動に与える影響を明らかにした。 
 
■ 健康まちづくりの事例研究 
豪州では、シドニー、メルボルンで健康
まちづくりの事例研究を行った。シドニー
インナーウェストに位置するGreenwayは、
ライトレールと運河に沿って走る約 5km
の歩行者・自転車道で、自動車依存の軽減
とコミュニティの醸成が期待されている
（図 3）。コミュニティの関与や政治的な影
響を受けながら廃線が活用されたプロセ
スを、Greenwayで活動する 2つの地域組織
に関与しつつ調査した。 
調査結果の一部は、基課題の成果である
「身体活動を促すまちづくりデザインガ
イド」に反映し、身体活動促進に都市計画
が貢献しうる点を自治体や事業者に向け
て示した。 
 
■ 健康・身体活動を促進する都市計画に関する調査・研究 
コンパクトシティ化を進める国内 725 自治体の都市計画文書について調査し、大規模な自治
体ほど身体活動を促す施設を整備しているものの、課題や目標像として健康を掲げる自治体は
小規模であってもそうした施設を整備する傾向にあることを明らかにした。分析結果を踏まえ、
都市計画による健康増進の可能性について国際セミナーで発表し、国際共著論文を投稿した。 
 
これらの研究成果は自治体や事業者による健康まちづくりを推進するものであり、三カ国の
国際比較研究は都市計画分野の学術発展に寄与するものである。 

図 2  防犯対策が進められる Fallowfield Loop 
（英国・マンチェスター） 

図 3 廃線を活用した歩行者･自転車道 Greenway 
（豪州・シドニー） 
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